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業組合とは異なっていた。玉はこうした出荷組合の「手軽」さが 1910 年代後半から 1920
年代にかけて停滞を示す産業組合とは対照的に出荷組合を増加させたと指摘している
2。 
一方で産業組合が本格的な展開を見せたのは, 1930 年代の昭和恐慌以後,  時に 1932 年 9
月に開始された農山漁村経済更正運動の実行機関と位置付けられてからであった。加瀬







こうした通説とは異なり， 竹館組合は販売購買組合として発足し， 設立された 1907 年に




















のか。組合設立から 1915 年度までの日露戦争後不況期，1916 年度から 1919 年度までの第
一次世界大戦による好況期，1920 年 3 月以降の不況期に対象時期を区分して見ていこう。  
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檎の作付面積の推移を示している。特に南津軽郡で，1900 年代から 1920 年代にかけて農
業生産における林檎の比重が増していったことが分かる。 





















竹館村における林檎栽培家の組織化は林檎の栽培開始から 20 年程経過した 1897 年に病
虫害の共同防除と共同出荷を目的に始まった。同年 10 月，唐竹部落の 20 余名は相馬貞一
を会長にして苹果樹栽培同志会を結成した
12。のちの時期の数値であるが，相馬は 1924 年
時点で南津軽郡内 6 村に田畑 66 町歩小作人 75 戸を保有し 7 町歩を自作する在村の大地主
であり
13，同年 6 月まで竹舘組合の組合長として強力な手腕を発揮していた。 
組織化は 1903 年に竹舘村園芸同攻会（以下，同攻会と略す）が結成されてから本格化し
た。害虫の発生が著増し生産力が「漸次ニ衰弱」し，栽培家が病虫害の恐ろしさを「感知」



















































































































動を開始した。 設立早々に矢継ぎ早に断行されたこれらの革新について詳しく見ていこう。  
竹舘組合の事業の骨子は品質の良い林檎を生産することであった。その為に組合は生産
部を兼営し，組合員の林檎園の栽培管理と奨励に務めた。組合は組合員ごとに「林檎園成
績表」を作成し，1 年を 4 つの四半期に分割して「培養剪定及除草」 「病虫害ノ駆除予防」
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あった紅玉について見ると，等級品のうち商標付の林檎は無商標のそれよりも平均して 4
割ほど高い価格で，等級品はしばしば等級外品の 2 倍以上の価格で取引された（表 3） 。 
品質と梱包を重視した竹館組合の林檎は通常の青森県他産地の林檎に比べて高い値段で
取引されていた。1911 年の『帝国農会報』によれば，組合の林檎には「地方の当業者」 「非
組合員」が「地方商人」に販売した価格に比べて 1 割から 3 割以上高い値が
40，1913 年の


















世に認知させ， 需要開拓を進めた。 表 4 は 1908 年 4 月から 5 月に開催された奥羽六県聯合
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売上金 500 円，11 月に納入した 400 円は前年度分であったことが記載されている。一方で
西村は 1893 年から神田市場で林檎を取扱った商人で，1910 年頃には東京「府内最高の納
税額」を誇るまでに成長した有力者であった
46。また，京都府の取引先であった米田市右
衛門は 1912 年時点で営業税 157 円を納める京都市内第一の青物問屋であった （米田を除く









1912 年 7 月には南津軽郡大鰐駅西村運送店西村久治郎に各地の「経済状態，商況及取引先
















































投票によって選出された 1907 年度の役員一覧である。 1914 年における国税 20 円以上の納
税者はその額と村内での順位を右の欄に示した。表からは，組合の役員が上層農民によっ
て占められ， 初年度の出資口数 136 口のうち 6 割に相当する 82 口が役員と雇員からのもの
であったこと，役員と雇員には相馬姓が 6 名含まれており組合創設期には相馬一族が力を
持っていたことが窺われる。 設立時には 50 名であった竹舘組合の組合員数は設立 3 年目に
2 倍，5 年目には 4 倍の 200 名以上に達し，1915 年には竹館村の 35％（193／535 戸）の農
家が加入する迄になった（表 7）
57。全国の産業組合では村を単位として 1910 年代の村民
の加入率は 1 割， 1 組合の組合員が 110 名程度であったのに比較すると
58， 竹舘組合は組織
率が 25％程高く 4 か村に跨って運営されていた。 青森県内で林檎を扱っていた他の組合と
比べても組合員数，出資金額，販売額のいずれも最大規模であった（表 8） 。また，先と同
様の資料を用いて組合員に占める納税者率を計算すると， 1907 年に氏名が判明する組合員
35 名のうち納税者は 14 名， 比率 40％であったのが， 組合設立から 4 年後の 1911 年度には
組合員 250 名中 44 名，比率は 17.6％に低下した（表 9） 。同年度の 1 口出資者は 168 名と
全体の 67％に上っている。全国的には 1920 年代に至って初めて下層農家までを含めた産
業組合の規模の拡大が見られたとされているが， 竹舘組合は既に 1910 年代に上層のみなら
ず下層農家をも取り込みながらその規模を拡げていたと推測される。 
 
3．日露戦後不況下における組合・組合員・指定問屋の関係：1907～1915 年度   
3．1．組合事業の停滞期：1907～1915 年度 




しかった。 設立年から 1913 年度にかけて組合の林檎 1 貫あたりの販売価格は通常の青森県
産林檎 1 貫あたりの価格に比較して大きく下落し，組合林檎のブランド力は低下した（図
3，第 2 軸） 。1911 年度から 1915 年度には組合員の増加にも拘わらず販売数量，金額が共









組合員による抜売は 1907，1912 両年度の『事業報告書』で報告されている。1907 年度




（販） 」価格が 1 箱 2 円 7，80 銭という「未曾有ノ珍値」となった。


























った。実際にその利用状況を 1909 年度についてみると（表 10） ，仮渡金は年間で 776 回，
合計で 3 万 6 千円（販売額の合計は 6 万 8 千円）が支払われている
63。同表によれば指定
問屋からの販売代金の回収はその半分以上が 2 月以降であるのに対して仮渡金支払いのピ










64。 例えば表 8 が示すように柏木町村に設置された薬師堂組合は 1910 年代から



































































しく上昇し（図 3） ，組合設立以来減少する傾向にあった組合員 1 人あたりの販売額は増加
に転じた（図 2） 。病虫害の蔓延による販売数量の減少はあったものの 1915 年度から 1919
年度の間に総販売額は約 2 倍となった（図 2） 。1915 年度以降 1919 年度にかけて信用部を
通じた土地購入資金への貸付は金額で 7 倍，件数で 2 倍となり，林檎栽培資金と肥料購入






















































第一次世界大戦の好況が広まってきた 1917 年度， 青森県内の他地域の生産状況が 「不良」
に陥る中で収穫に恵まれた竹舘組合の区域には紅玉の販売時期になると 「地方商人」 が 「蝟
集」し，組合員に「抜売ヲ煽動」する形跡が見られるようになった。この年組合は抜売の










ハ決シテ長ク持続スルベキモノアラズ」と表現したように，1918 年 11 月の第一次世界大





成算ナキ」ため組合員の「希望」を「参酌」して 1919 年 1 月以降「県外各市場ヘ輸送シ，

















その他にも 1910 年代後半には組合員に対して様々な施策が取られた。 先ず， 仮渡金支払
率の拡大である。 1908 年の規程で時価の 5 割以内であったそれは第一次世界大戦期の 1918
年までに 8 割以内に拡大した。仮渡金支払率の拡大は組合員の資金需要に対してより柔軟
に応えることを可能にしただろう。また，売上金の精算も従前は早・中・晩という林檎の
熟期に区別して行われていたのが 3 ヵ月毎となり， 1922 年迄には月毎に支払われるように
なった
87。表 11 によれば， 売上金のうち組合側が手数料として徴収する歩合金の率は 1918
年度から 1920 年度にかけて低下している。一方で，組合員に分配される割合（手取率）は
1917 年度から 1920 年度にかけて上昇した。林檎の販売成績が好調であったこの時期，組
合はその利益を組合員にも還元するかたちで組合の運営を進めたと言えるだろう。 
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5．1920 年代不況下における組合・組合員・指定問屋の関係：1920 年～1929 年度 
5．1．組合事業の発展・安定期：1920～1929 年度  
1920 年 3 月の株式相場崩落後， 慢性不況期を迎えてからも竹舘組合の事業は好調であっ





幅に下落した 1922 年度を除いて高値で推移し，1921 年度には戦前の最高値を記録した。
組合林檎のブランド力は1923年度以降1920年代後半にかけて圧倒的に高まっていった （図
3， 第 2 軸） 。 組合員 1 人あたりの販売数量と販売額は不況下にも拘わらず 1920 年代を通じ
て 1921 年度のピーク時の水準を維持した。 
但し竹舘組合の 1920 年代の事業展開は一様ではなかった。1920 年代前半は実質賃金が
高止まりした時期で林檎の消費量も 1910 年代前半に比較して 1.4 倍と増加し（表 12） ，林
檎価格が騰貴する中で組合事業は急速な発展を遂げ，土地購入や林檎栽培への投資が積極
的に進められた （図 4） 。 一方で 1920 年代の後半には組合事業にも不況の影響が及び始め，































































  指定問屋との関係に目を向ければ，1920 年代に至っても竹舘組合は毎年 1～2 回「組合
代表者」が取引要務をかねて「市場ノ調査」と「問屋ノ監督」の為に各地の指定問屋を「巡
視」したとあり組合が取引先の信用状況の把握に労力を費やしていた点で従来と変わりは
ない。但し 1922 年の資料によれば組合は， 「指定問屋ヲ鞭撻」することを目的に「指定問
屋以外ノ問屋ニ試売」することもあると記録されている
104。組合の林檎が高値で取引され




最後に 1920 年代後半の組合事業について見ていこう。 先ず， 竹舘組合を取り巻く状況の
変化としては組合長の交代があった。 1925 年度以降の組合は理事であった尾崎村の古川七













































































していった点も注目されよう。 例えば組合は青森県全域で県営検査が実施される 1933 年以
前から独自の検査を行い，1920 年代の不況下には空気冷却倉庫を建設し，劣等品に付加価
値を付けて販売する為の加工業にも着手していった。 こうして 1920 年代迄に構築された組
合活動は 1930 年代の農業不況期に全国で経済更生運動が展開される中でも高く評価され，
竹舘組合は 1935 年に特別助成町村に指定される。 
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表１  米と林檎の作付面積（町）と総作付面積に占める米と林檎の割合（％），1900～1920 年 
1905年 1910年 1915年 1920年 1905年 1910年 1915年 1920年
東津軽郡 米 8,010 8,005 7,987 8,425 75.5 74.8 75.9 76.1
林檎 39 143 300 279 0.4 1.3 2.9 2.5
総合 10,611 10,707 10,527 11,072 75.9 76.1 78.7 78.6
西津軽郡 米 9,771 10,100 10,815 10,341 78.5 78.2 82.4 81.1
林檎 36 166 193 313 0.3 1.3 1.5 2.5
総合 12,442 12,923 13,125 12,748 78.8 79.4 83.9 83.6
中津軽郡 米 6,059 6,030 6,294 6,364 62.9 63.3 64.6 62.6
林檎 259 737 1,050 1,739 2.7 7.7 10.8 17.1
総合 9,631 9,527 9,742 10,168 65.6 71.0 75.4 79.7
南津軽郡 米 11,350 11,406 11,850 11,867 78.3 77.1 76.9 68.4
林檎 686 2,473 3,018 4,636 4.7 16.7 19.6 26.7
総合 14,494 14,800 15,417 17,357 83.0 93.8 96.4 95.1
北津軽郡 米 9,788 9,836 10,551 10,719 76.4 75.8 79.4 79.4
林檎 279 549 662 630 2.2 4.2 5.0 4.7
総合 12,803 12,982 13,292 13,505 78.6 80.0 84.4 84.0
青森県 米 56,976 58,674 62,675 64,195 50.8 50.8 52.8 52.3
林檎 1,508 4,457 5,618 7,941 1.3 3.9 4.7 6.5




注）  総合は，全ての農作物の作付面積の和。 
 
 
表２  東京府・青森県の果物を扱う商人，1898 年，1913 年 
 
 





































浅草区 青物商兼果物 3 渡辺山三郎（馬道街3－6），船越常次郎（七軒町4），神保富次郎（花川戸町3，果物商）
甘藷卸売 1 吉野ふさ（下総屋，黒船町17，兼果物商）
豊多摩郡 青物商 1 宮岡小三郎（中村屋，淀橋町）
青森県 0 該当なし
1913年（青森県）











出所）日本全国商工人名録発行所編纂『日本全国商工人名録：全』1898 年12 月，第二版。 （渋谷隆一編『明治期日
本全国資産家・地主資料集成』柏書房，1984 年収録． ） ；同『日本全国商工人名録：全 1916 年，第六版。 



















1等 2等 3等 4等 5等 有 無 有 無
1911年 6年度 ---- - --- - - 1 . 0 9 - -
1912年 7年度 8.1 18.3 18.8 12.4 4.3 - - 61.8 10.1 28.1 1.15 1.58 -
1913年 8年度 8.0 20.8 30.1 20.8 9.0 - - 88.6 11.4 0.0 1.36 0.99 0.59 - -
1914年 9年度 14.1 20.9 20.7 13.3 5.5 19.2 55.3 74.5 12.4 13.2 1.56 1.12 0.63 1.11 -
1915年 10年度 11.4 14.5 13.8 8.6 1.5 23.5 26.3 49.9 8.8 41.4 1.91 1.86 0.93 1.40 -
1916年 11年度 18.7 22.4 20.6 14.2 6.1 20.6 61.4 82.0 18.0 11.3 1.36 1.17 0.61 1.20 -
1917年 12年度 15.8 25.2 27.9 2.8 - 17.2 54.5 75.7 17.6 10.7 2.48 1.79 0.88 - 1.76
1918年 13年度 5.9 13.6 16.5 20.1 - 2.4 53.7 56.1 43.9 0.0 5.09 2.91 1.72 - -
1920年 15年度 25.0 32.5 17.7 12.6 - 23.9 64.0 87.9 12.1 0.0 4.68 3.33 1.48 - -
1921年 16年度 33.2 27.5 16.0 7.7 - 46.7 37.6 84.4 15.6 0.0 6.01 4.04 2.48 - -
1922年 17年度 22.5 25.9 19.1 12.9 - 100.0 - 80.3 19.7 0.0 0.79 - -
1923年 18年度 26.9 18.1 11.8 5.8 - 100.0 - 62.6 37.4 0.0 3.57 - -

















表４  奥羽六県聯合共進会，林檎部門への出品数と結果，1908 年 
  出品者数 出品数 1等 2等 3等 4等 合計
宮城県 34 35 0 1 4 10 15
福島県 56 70 1 2 3 11 17
岩手県 32 55 0 1 2 4 7
青森県 127 234 2 4 10 23 39
　うち、組合員 -- 2 2 6 1 5 2 5
　うち、組合地域 - -01203
山形県 24 32 0 0 1 5 6
秋田県 67 113 0 4 4 13 21






注）3等のうち 1件は，竹館組合の名義で受賞。他は組合員個人名での受賞となる。                  
出所）福島県聯合共進会『奥羽六県聯合共進会事務報告第六回』1909 年より作成。 
 































（第2）年度 （第4）年度 額（円） ％ 取引回数 量（斤） ％
北海道 函館 岡地大吉 ○
青森県 青森市濱町 青浦商会 ○ 4,641.9 6.8 5
弘前市土手町 白取タキ（白戸？） ○ 32.3 0.05 4
南津軽郡尾上村 西谷金蔵（マルＡ） ○ 2,208.0 3.2 7
組合地域 組合員（12名） ○ 625.5 0.9 32
秋田県 山本郡富根村 智田恭造 ○ 0.7 0.0 1
宮 城 県 仙 台 市 伊 藤 忠 助 ○○○○ 3 , 4 6 3 . 7 5 . 1 1 4 2 8 , 4 9 5 1 . 9
仙台市元寺町小路 熊谷小兵 ○
東 京 府 神 田 区 多 町 2 丁 目 7 番 地 西 村 吉 兵 衛 ○○○○○ 1 0 , 1 6 5 . 7 1 4 . 9 1 8 3 0 2 , 0 7 2 2 0 . 1
神田区表神保町10番地 長谷川徳次郎 ○ ○ 9,834.7 14.4 20
小石川区関口水道町50番地 唐沢民吉 ○ 1,500.0 2.2 1
神奈川県 横浜市 横浜冷蔵株式会社 ○
1910年～
愛知県 名古屋市 名古屋冷蔵庫 ○ 623.6 0.9 1
名 古 屋 市 西 枇 杷 島 佐 藤 九 右 衛 門 ○○○○ 7 , 6 4 2 . 8 1 1 . 24
名古屋市 西河長次郎 ○
京都府 油古寺魚棚下 米田市右衛門 ○
不明 京都果実業組合 ○ ○ ○ 9,220.3 13.5 14 185,940 12.4
不明 京都青果会社 ○
大阪府 北区天満市場 三木喜兵衛（平？） ○
北区此花町（？） 樋口兵（久？）次郎 ○ 5.5 0.01 1
北区天満市場 清原金次郎 ○ ○ ○
南区難波 法心善次郎 ○
兵庫県 神戸市 丸共合資会社 ○ ○ 3,662.5 5.4 6
神戸市 山の農産商会 ○ ○ 2,693.8 3.9 9
神戸市 帝国冷蔵株式会社 ○ 9,465.0 13.8 10
神戸市 音伍社 ○ ○
神戸市湊川 米井連三郎 ○ 197,305 13.2
その他 1909（第4）年度の取引先 その他（16名） ○ 1,096.1 1.6 41
不明 1,558.3 2.3 27
































組合長・理事 相馬貞一 竹舘村大字唐竹 10 1 77.6 4
理事 内山勘弥 竹舘村大字唐竹 10 6 - -
理事 相馬藤太郎 竹舘村大字唐竹 61 6 2 9 . 42 8
監事 相馬清次郎 竹舘村大字唐竹 10 10 20.6 45
監事 古川亀吉 尾崎村大字平田森 10 7 173.8 2
監事 外川平八 竹舘村 - - 272.6 1
検査人 岩淵由太郎 竹舘村大字沖館 10 4 - -
検査人 相馬東朔 竹舘村大字唐竹 10 9 - -
検査人 相馬源太郎 不明 ----
検査人 相馬源八郎 竹舘大字唐竹 10 11 - -
検査人 中田富夫 竹舘大字新舘 62 2 - -
出資（1907年） 納税（1914年）
氏名 住所
出所）佐藤健造『相馬貞一翁伝』相馬貞一翁頌徳会，1984 年；原田繁五郎編『青森県納税覧』1914 年より作成。 






表７  竹館組合の組合員数（人数），1907 年～1929 年 
  合計 竹舘村 尾崎村 町居村 柏木町村
1907年 1年度 5 0--- -
1907年 2年度 5 1--- -
1908年 3年度 102 - - - -
1909年 4年度 149 - - - -
1910年 5年度 225 - - - -
1911年 6年度 246 - - - -
1912年 7年度 243 157 50 33 3
1913年 8年度 244 161 47 33 3
1914年 9年度 278 191 41 43 3
1915年 10年度 280 193 42 42 3
1916年 11年度 280 193 42 41 4
1917年 12年度 279 190 43 43 3
1918年 13年度 280 194 42 42 2
1919年 14年度 284 201 39 42 2
1920年 15年度 280 200 36 42 2
1921年 16年度 287 207 36 42 2
1922年 17年度 302 214 44 42 2
1923年 18年度 316 228 44 42 2
1924年 19年度 326 235 46 43 2
1925年 20年度 319 - - - -
1926年 21年度 316 - - - -
1927年 22年度 314 - - - -
1928年 23年度 310 - - - -
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表１１  竹舘組合の指定問屋手数料（率），組合員手取額（率），組合歩合金（率） 
 
問屋手数料 運賃及掛 荷造費及掛
a b c d e ｆ b/a*100 e/a*100 f/e*100
1912年 7年度 79,466 6,631 7,831 10,717 54,286 2,463 8.3 68.3 4.5
1913年 8年度 105,777 8,570 13,286 21,334 62,586 1,888 8.1 59.2 3.0
1914年 9年度 77,454 6,824 9,348 14,158 47,124 1,466 8.8 60.8 3.1
1915年 10年度 51,474 3,900 6,180 6,491 34,903 1,300 7.6 67.8 3.7
1916年 11年度 54,156 4,551 5,406 8,301 35,899 1,138 8.4 66.3 3.2
1917年 12年度 98,812 6,957 5,956 11,758 74,141 2,237 7.0 75.0 3.0
1918年 13年度 76,348 4,007 3,969 8,537 59,836 1,308 5.2 78.4 2.2
1919年 14年度 72,487 3,067 3,574 6,011 59,836 1,303 4.2 82.5 2.2
1920年 15年度 137,682 8,825 8,338 17,734 102,786 1,811 6.4 74.7 1.8
1921年 16年度 251,680 14,005 12,466 23,067 202,142 5,013 5.6 80.3 2.5
1922年 17年度 289,442 20,307 33,853 63,036 172,246 4,594 7.0 59.5 2.7
1923年 18年度 262,374 15,179 21,366 23,609 202,220 4,994 5.8 77.1 2.5


































出所）農商務省農務局農務局報第 25 号：園芸業ニ関スル組合事例其ノ１』大日本農会，1922 年；竹館組合『事業
報告書』各年度より作成。 
 
表１２  各種食物、一人当たり消費量の変化（5 ヵ年平均値，キロ） 
  林檎 葡萄 サクランボ ミカン 梨 柿 枇杷 桃 梅
0.48 0.23 0.02 1.9 1.25 2.39 0.1 0.65 0.97
(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100)
0.67 0.4 0.03 2.36 1.61 2.41 0.1 0.59 0.7
(140) (174) (150) (124) (129) (101) (100) (91) (72)
1.49 0.76 0.04 3.05 2.02 2.66 0.14 0.64 0.58









出所）  日本学術振興会『昭和十四年国民食糧の現状』1939 年。 （日本園芸中央会編『日本園芸発達史』朝倉書店、
1943 年、547～548 頁を元に作成。） 


























































出所）商工省商務局編纂『商取引組織及系統ニ関スル調査（蔬菜及果実） 』日本商工会議所，1930 年，48 頁；産業

















































図２  全国，青森県，竹舘組合の林檎生産数量（貫）と生産・販売額（円），1907 年度～1939 年度 
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年及び各年『事業報告書』 ，青森県の数値は 1907 年から 1919 年までの数量は『農商務統計』 ，以降は『青森県統計
表』 ，全国の数値は 1907 年から 1923 年までは『農商務統計表』 ，以降は『農林省統計表』による。 
注）1．軸は対数軸。2．全国，青森県については生産数量，生産額。竹舘組合については販売数量，販売額。 
 
図３  青森県，竹舘組合の林檎 1 貫あたりの価格（円）と価格比（100=1907 年），1907 年度～1939 年度 
価格（円）                                  価 格 比 （ 100=1907 年） 
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年及び各年『事業報告書』 ，青森県の数値は 1907 年から 1919 年までの数量は『農商務統計』 ，以降は『青森県統計
表』から算出。 
注）1．第 1軸：青森県については総生産額（円）／生産高（貫） 。竹舘組合については総販売額（円）／販売高（貫）
より算出。2．第 2軸：竹舘組合（円／貫）／青森県（円／貫）について 1907 年を 100 とした場合の指数。 
  
 
図４  竹舘組合の信用事業を通じた土地購入，林檎栽培，肥料購入資金への貸付額と件数，1914 年度～1929 年度 








































































































































































































































肥料購入資金Production and Marketing Activities of the Agricultural Co-operatives Association   
in Aomori Prefecture between the l870s and l920s 
 
Izumi Shirai†  
 
This article analyzed the production and marketing activities of the Agricultural 
Co-operatives Association established in Takedate Village in the Tsugaru district of Aomori 
Prefecture in 1907. In the early stages of the Meiji period, this area was considered as backward in 
terms of commodity production and circulation. However, the Agricultural Co-operatives 
Association, Takedate-kumiai had been highly evaluated for its business marketing across the nation, 
and had built a brand name for itself. Takedate-kumiai was the cutting-edge case of the industrial 
associations which is supposed to have spread out in earnest in the 1930s.   
We obtained the followings results. (1) By means of production inspection before 
packaging, the association made an effort toward not only the production of high-quality apples but 
also their trusted shipment in accordance with the brand name and standards established for itself. 
All these were extremely advanced efforts in agricultural commodity transactions. (2) However, 
until the early 1910s, the business sales of the association encountered certain problems. One 
problem was that the association partners had illegally sold apples to merchants and therefore, could 
not gather enough apples to sell. Another problem was that the specification wholesalers in the great 
city did not make all their payments smoothly. While being such status, the association thought 
much of the trust and the autonomy at the partners and the wholesales. It supported without laying 
down compulsion and a penalty regulation. (3) The problems mentioned in the above point were 
solved in the latter half of 1910s. The association received special awarding in 1916 and became 
flagrant nationwide and succeeded in establishing a brand name image. The partners recognized that 
apples sold on behalf of the association should be done so at favorable prices. As the association’s 
apples became famous in the markets of consuming regions, wholesalers came to recognize special 
wholesale contracts with this association as an honor. Consequently, the association grew to be an 
economic organization that took the initiative in product sales to wholesalers even in important cities 
such as Tokyo. 
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